日本セキュリティ・マネジメント学会

第1９回全国大会の御案内

統一テーマ

「リスク社会における危機管理とセキュリティ」
日　時　
2005年6月18日（土曜日）　9時30分～19時30分

会　場　
日 本 大 学 商 学 部
〒157-8570　東京都世田谷区砧５－２－１
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日本セキュリティ・マネジメント学会

(Japan Society of Security Management)

2005 年４月

会員各位

日本セキュリティ・マネジメント学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　長　辻井　重男
大会実行委員長　堀江　正之
日本セキュリティ・マネジメント学会第19回大会を、来る6月18日（土）に、日本大学商学部（世田谷校舎）において開催する運びとなりました。

ご高承の通り、自然災害や人的災害に対する危機管理が喫緊の課題となってきております。そこで今大会では、危機管理をキーワードとして、セキュリティ・マネジメントの現状と今後の課題の検討に迫ってみたいと思います。
今大会では、統一テーマに係る特別なセッションを設定し、政府としての取り組み、理論的なフレームワーム、そして実務の現場での対応といった切り口から、さまざまな問題提起とご提案をいただく予定でおります。また、セキュリティ・マネジメントを巡る最新の内容について、統一テーマに関連いたします18件の多彩な分科会報告が予定されており、活発な討論が行われるものと期待されております。
学際色豊かな当学会のメリットを活かした有意義な大会といたしたく、是非、関係の方々にもお声をおかけいただき、開かれた学会に相応しく、多数の方々のご参加をお願い申し上げ、ここに謹んでご案内申しあげます。
なお、今大会の最新情報は学会ホームページ(http://www.jssm.net/)にも掲載されますので、こちらもご覧くださいますようお願い申し上げます。

参加費

	
	
	大会参加費
	懇親会費

	会員

（正会員・賛助会員）
	事前(振込)支払
	4,000円
	4,000円

	
	当日支払
	5,000円
	5,000円

	非会員
	事前(振込)支払
	5,000円
	4,000円

	
	当日支払
	6,000円
	5,000円


＊送金された参加費は、理由の如何を問わす返却いたしませんが、大会ご欠席の場合には、後日「発表要旨」を1部お送りいたします。

参加申込の方法

・ご参加者の氏名、会員・非会員の区別、所属機関名、連絡先御住所・電話番号、メールアドレスを、メール、FAX、または郵便で大会実行委員会までご連絡ください。

　　メール：f-okada@bus.nihon-u.ac.jp

　　ＦＡＸ：03-3749-6907
　　郵　便：〒157－8570　東京都世田谷区砧５－２－１
　　　　　　　　　　　　　日本大学商学部岡田太研究室

　　　　　　　　　　　　　日本セキュリティ・マネジメント学会

　　　　　　　　　　　　　第19国全国大会実行委員会事務局

・同封郵便振替用紙に必要事項を記入し、5月31日（火）までにお振込みください

お振込みをもって参加申込とさせていただきます。6月1日以後は、当日支払(申込み)扱いとなりますので、お早めにお振込み下さい。

・銀行振込の場合には、下記口座へお振込みください。

口座番号　三井住友銀行 小石川支店　普通預金　3525466

口座名　　日本セキュリティ・マネジメント学会

2名以上の参加費を一括送金される場合は、必ず参加者全員のご芳名を上記にお知らせください。

・郵便振替用紙がお手許にない場合には下記口座へお振込みください。

口座番号　00190－4－160912

加入者名　日本セキュリティ・マネジメント学会　全国大会・講演会

日本セキュリティ・マネジメント学会

第１９回全国大会プログラム

＜統一テーマ＞ 「リスク社会における危機管理とセキュリティ」

　2005年6月18日（土）　　於：日本大学商学部（世田谷区砧５－２－１）　　　　　　　　　(敬称略)
	9:00
	受　付　開　始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	(控え室 2号館2階227教室)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                       

	 9:30-
10:05
	分科会A(２号館215教室)
	分科会B(2号館212教室)
	分科会C(2号館216教室)
	分科会Ｄ(２号館218教室)

	
	A-1　非軍事領域におけるインフォメーション・ウォーフェアの応用－日本の情報セキュリティ政策におけるリスクの定義と計量化のアプローチについての考察－
	B-1　企業の現場から見た情報セキュリ ティの課題
－情報の価値を守る－
	C-1　コンピュータウィルスに対する検疫ネットワークの考察


	D-1　情報法科学（Information Forensics）体系化の考察



	
	
	
	　
	　

	
	報告：　正岡 和貴 （長岡技術科学大学）　


	報告：　安尾　勝彦 （ヤフー）


	報告：　田中　修、内田　勝也

 　（情報セキュリティ大学院大学）
	報告：　向山　宏一、内田　勝也

　　（情報セキュリティ大学院大学）

	
	司会：  丸谷 俊博 （フォーカスシステムズ）
	司会：  芳賀 克己 （NTTデータ東北）
	司会： 藤本 正代 （富士ゼロックス）
	司会：  安藤　明之　（東京経済大学）

	10:10-
10:45
	A-2　情報システム・リスクのマネジメント体制に必要なリスク指標群開発とスキル開発

	B-2　日本国内におけるCobiTの現状とシステム監査の動向


	C-2　奇怪論理と優良誤認に脅かされる情報セキュリティ


	D-2  リスクマネージメントにおける   デジタル・フォレンジックの活用



	
	報告：　渡辺 研司 （長岡技術科学大学）


	報告： 花田　経子 （新島学園短期大学）


	報告：　國米　 仁 （ニーモニック　　　　セキュリティ）　
	報告：　守本　正宏 （ＵＢＩＣ）



	
	司会： 税所　哲郎 （関東学院大学）
	司会： 長尾 慎一郎 （中央青山監査法人）
	司会： 光岡　 豊 （日本システム開発）
	司会：  井上 克至 （ＮＴＴデータ）

	10:50-
11:25
	A-3　危機管理研究会

石油備蓄基地の国家戦略としての危機管理


	B-3　システム監査とリスク管理の変化に関する一考察


	C-3　組織的継続利用を実現する調査技法としてのオブジェクト指向評価基準設計法　
	D-3　ネットワーク・フォレンジックの技術動向と普及の現状



	
	報告： 岡安　邦男 （CRCソリューションズ)


	報告：　中根　勝行 （那須大学）


	報告： 平野　晃治 （筑波大学大学院）


	報告：  向井　徹 （シーア・インサイト・ セキリュリティ）

	
	司会： 大内　 功  （損保ジャパン・リスク    マネジメント）
	司会： 五井　  孝 （大和総研）


	司会： 松浦  幹太 （東京大学）


	司会：  若梅 裕子 （中央大学）



	11:30-
12:30
	昼　食／理事会

	
	 (学内食堂／本館３Ｆ　大会議室)

	12:30-
13:20
	２００５年度　会員総会

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　(１号館131教室)

	13:20-
13:30
	休　憩

	13:30-
13：40
	会長挨拶　　日本セキュリティ・マネジメント学会　会長　辻井重男  (情報セキュリティ大学院大学)　

	  13:40-
16:25
	統一テーマ報告『リスク社会における危機管理とセキュリティ』

	
	キーノート

	
	　 　　　　　 山崎　 琢矢   （内閣官房情報セキュリティセンター　参事官補佐）

	
	統一テーマ報告

	
	　報告①：岡田　 太    （日本大学商学部専任講師）

	
	　報告②：大﨑　 友和  （経済産業省情報セキュリティ政策室係長）　

	
	　報告③：佐々木 孝良  （損保ジャパン・リスクマネジメント　研究開発室長）

	
	　報告④：菜花　 健一  （東京ガス　防災・供給部　防災・供給グループ　防災チームリーダー）

	
	    司会：喜入　 博    （KPMGビジネスアシュアランス）

	
	　　　※途中休憩10分をはさむ                                                                            　　　　  　　　　　　　　　　(１号館131教室)

	16:25-
16:40
	休　憩

	　
	分科会A(１号館121教室)
	分科会B(１号館122教室)
	分科会C(1号館123教室)

	  16:40-
17:15
	A-4 　関西支部研究会
	B-4　 コーポレート・ガバナンス研究会
	C-4　個人情報の保護研究会

	
	セキュリティのマネジメントとマネジメントの
セキュリティ


	エンタープライズ・リスクマネジメント

－「ＣＯＳＯ－ＥＲＭ」とその適用技法の紹介：

事業体の目標達成のために－
	個人情報保護法に対するガイドラインの役割と課題



	
	報告： 能勢　豊一 (大阪工業大学)　
	報告：　村田　一  （オリックス）
	報告： 力　 利則 （NEC）

	
	司会： 大木 栄二郎 （アイビーエム ビジネス
 コンサルティングサービス）
	司会： 竹村 憲郎  （専修大学）


	司会： 島田 裕次 （東京ガス）



	17:20-
17:55
	A-5　セキュリティ法制研究会
	B-5 環境マネジメント研究会
	C-5　セキュアOS研究会

	
	金融取引詐欺の犯罪類型別にみる多様化と犯罪予防法の観点から見た立法・判例の動向

―欧米の最近の取組み動向を踏まえて―
	ハイセキュリティ紙資源循環システムの開発と普及
－ 使用済み機密書類等の循環率「100％」と機密漏洩リスク「０％へ」の挑戦－
	セキュアOS定義と電子政府への応用検討状況



	
	
	
	

	
	報告： 芦田　勝  （元國學院大學)
	報告：　関谷　紀雄 （日立情報システムズ）
	報告： 澤田　栄浩 （日本高信頼システム）

	
	司会： 田場 和弘 （国際都市コミュニケーション
センター）
	司会： 浜谷  卓美 （凸版印刷）


	司会： 坂本　典之 （サイファージャパン）



	18:00-
　19:30
	懇　親　会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (１号館地階食堂)


大会実行委員会

委員長　　堀江正之（日本大学）

副委員長　岡田　太（日本大学）
委　員

安藤　明之　（東京経済大学）
井上　克至　（ＮＴＴデータ）
内田　勝也　（情報セキュリティ大学院大学）
大内　　功　（損保ジャパン・

リスクマネジメント）
大木　栄二郎（アイビーエムビジネス

コンサルティング サービス）
大曽根　匡  （専修大学）
喜入  博　  （KPMGビジネスアシュアランス）
五井　 孝   （大和総研）
坂本　典之  （サイファージャパン）
税所　哲郎  （関東学院大学）
島田　達巳  （摂南大学）
島田　裕次  （東京ガス）
竹村　憲郎  （専修大学）
田場　和弘  （国際都市コミュニケーション

センター）

力　  利則   （日本電気）
長尾　慎一郎 （中央青山監査法人）
能勢　豊一   （大阪工業大学）
花田　経子   （新島学園短期大学）
浜谷　卓美   （凸版印刷）
芳賀　克己   （NTTデータ東北）

藤本　正代　 （富士ゼロックス）
松浦　幹太   （東京大学）
丸谷　俊博   （フォーカスシステムズ）
光岡　　豊   （日本システム開発）
若梅　裕子   （中央大学）

安尾　勝彦   （ヤフー）
今市　紳一   （本学会事務局）

実行委員会連絡先
〒157-8570　東京都世田谷区砧5-2-1　日本大学商学部　岡田研究室

日本セキュリティ・マネジメント学会第19回全国大会実行委員会事務局

　　電話03-3749-6907　FAX 03-3417-1681 　電子メール f-okada@bus.nihon-u.ac.jp
会場への御案内
http://www.bus.nihon-u.ac.jp/access/index.html
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